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(57)【要約】
【課題】多様なスペクトル、演色指数、色温度及びカラ
ーを実現することのできる高品質
の複合蛍光体粉末、及びこれを用いた発光装置並びに複
合蛍光体粉末の製造方法を提供す
る。
【解決手段】本発明による複合蛍光体粉末は、複合体粒
子らから成っている。上記各々の
複合体粒子は相互異なる発光スペクトルを有する２種以
上の蛍光体粒子と、上記蛍光体粒
子の間に形成されて上記蛍光体粒子をまとめる投光性バ
インダーとを含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複合体粒子らから成り、
　前記各々の複合体粒子は、互いに異なる発光スペクトルを有する２種以上の蛍光体粒子
らと、
　前記蛍光体粒子らの間に形成され前記蛍光体粒子らをまとめる投光性バインダーと、
　を含むことを特徴とする複合蛍光体粉末。
【請求項２】
　前記複合体粒子に含まれた２種以上の蛍光体粒子らは、互いに異なるピーク放出波長を
有することを特徴とする請求項１に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項３】
　前記投光性バインダーは、投光性ポリマー樹脂から成ることを特徴とする請求項１に記
載の複合体蛍光体粉末。
【請求項４】
　前記投光性バインダーは、エポキシ樹脂またはシリコン樹脂から成ることを特徴とする
請求項３に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項５】
　前記複合体粒子の平均大きさは、１０乃至１００μｍであることを特徴とする請求項１
に記載の複合蛍光体粉末。 
【請求項６】
　前記複合体粒子の平均大きさは、２０乃至５０μｍであることを特徴とする請求項１に
記載の複合蛍光体粉末。
【請求項７】
　前記各々の複合体粒子は、赤色蛍光体と緑色蛍光体とを含むことを特徴とする請求項１
に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項８】
　前記各々の複合体粒子は、ＳｒＳ:ＥｕとＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕとを含むことを特徴とす
る請求項７に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項９】
　前記各々の複合体粒子は、緑色蛍光体と黄色蛍光体とを含むことを特徴とする請求項１
に記載の複合蛍光体粉末。 
【請求項１０】
　前記各々の複合体粒子は、ＳｒＧａ２Ｓ４:ＥｕとＹＡＧ:Ｃｅとを含むことを特徴とす
る請求項９に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項１１】
　前記各々の複合体粒子は、赤色蛍光体、緑色蛍光体及び黄色蛍光体とを含むことを特徴
とする請求項１に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項１２】
　前記各々の複合体粒子はＳｒＳ:Ｅｕと、ＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕと、ＹＡＧ:Ｃｅとを含
むことを特徴とする請求項１１に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項１３】
　前記各々の複合体粒子は、赤色蛍光体、緑色蛍光体、黄色蛍光体及び橙色蛍光体とを含
むことを特徴とする請求項１に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項１４】
　前記各々の複合体粒子はＳｒＳ:Ｅｕと、ＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕと、ＹＡＧ:Ｃｅと、Ｚ
ｎＳｅＳ:Ｃｕとを含むことを特徴とする請求項１３に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項１５】
　２種以上の蛍光体粒子らと投光性バインダーを混合して複合蛍光体の前駆体を形成する
段階と、
　界面活性剤が添加された分散媒を前記前駆体と混合し、この混合物を攪拌することによ
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って、前記分散媒内に安定化された複合蛍光体単位粒子らを形成する段階と、
　前記分散媒を加熱して前記投光性バインダーを硬化させることによって、固形化された
複合蛍光体粒子らを得る段階と、
　を含むことを特徴とする複合蛍光体粉末の製造方法。
【請求項１６】
　前記投光性バインダーは、エポキシ樹脂またはシリコン樹脂であることを特徴とする請
求項１５に記載の複合蛍光体粉末の製造方法。
【請求項１７】
　前記分散媒は、蒸溜水であることを特徴とする請求項１５に記載の複合蛍光体粉末の製
造方法。
【請求項１８】
　前記前駆体には、水分硬化剤が添加されることを特徴とする請求項１７に記載の複合蛍
光体粉末の製造方法。
【請求項１９】
　前記界面活性剤は、ＰＡＡであることを特徴とする請求項１７に記載の複合蛍光体粉末
の製造方法。
【請求項２０】
　前記分散媒は、アルコールであることを特徴とする請求項１５に記載の複合蛍光体粉末
の製造方法。
【請求項２１】
　ＬＥＤチップと、
　前記ＬＥＤチップを封止するモールディング樹脂と、
　前記モールディング樹脂内に分散している複合蛍光体粉末を含み、
　前記複合蛍光体粉末を形成する各々の複合体粒子らは、互いに異なる発光スペクトルを
有する２種以上の蛍光体粒子らと、
　前記蛍光体粒子らの間に形成され前記蛍光体粒子らをまとめる投光性バインダーをと、
　を含むことを特徴とする発光装置。
【請求項２２】
　前記ＬＥＤチップを搭載するための凹部を有するケーシングをさらに含むことを特徴と
する請求項２１に記載の発光装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、蛍光体粉末に関するものであって、特に多様なスペクトルの発光が可能であ
り、かつ所望の色温度、演色指数、カラーを正確に実現することのできる複合蛍光体粉末
及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　蛍光体は、ＬＥＤ（発光ダイオード）装置など、多様な発光装置に用いられている。こ
のような蛍光体は、光子、電子、熱、電界などの多様な励起エネルギーを変換して可視光
として放出する。所望の発光波長を得るために、好適な活性剤イオンと母体材料を合成し
て蛍光体を製造する。蛍光体の母体を通して伝達された励起エネルギーは、活性剤イオン
から可視光線に変換され光を放出するようになる。この時に与えられた母体と母体にドー
ピングされた活性剤の組合せによって、発光波長が定められるようになる。したがって、
各々の蛍光体は固有の発光波長を有し、必要に応じて発光波長を変化させることは極めて
制限されている。
【０００３】
　図１及び図２には、従来の赤色蛍光体のスペクトルと緑色蛍光体のスペクトルが示され
ている。図１は赤色蛍光体であるＳｒＳ:Ｅｕ蛍光体の発光スペクトルを表したグラフで
ある。図２は緑色蛍光体であるＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕ蛍光体の発光スペクトルを表すグラ
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フである。図１及び図２に示すように、各々の蛍光体は特定の波長範囲でのみ発光する。
このように、１種類の蛍光体では多様な色と発光スペクトルを得ることができず、所望の
波長帯の光を出力する蛍光体の種類も極めて制限されている。
【０００４】
　かかる問題点を解決するために様々な種類の蛍光体を混合して使用する方案が提案され
ている。例えば、ＬＥＤ素子（ＬＥＤチップ）を採用した発光装置において、諸種類の蛍
光体を混合して使用することによって、広い波長範囲の発光（例えば、白色発光）の出力
を得ることができる。このような例が図３に示されている。
【０００５】
　図３を参照すると、発光装置１０はケーシング１１の凹部に配置された青色ＬＥＤチッ
プ１８を含む。ケーシング１１に設けられた端子電極１２はボンディングワイヤ１９を通
してＬＥＤチップ１８と接続するようになる。ＬＥＤチップ１８上には第１蛍光体（例え
ば、赤色蛍光体）１３と第２蛍光体（例えば、緑色蛍光体）１４がエポキシ樹脂などのモ
ールディング樹脂１５内に混合されて分散されている。しかし、第１蛍光体１３と第２蛍
光体１４の密度差等の原因により、高い密度の蛍光体（第２蛍光体）が沈んで低い密度の
蛍光体（第１蛍光体）が浮いている現象（層分離現象）が発生される。そのため、最初の
設計または当初予想されていた演色指数及び発光スペクトルが得られなくなり、色感のバ
ラツキが現れるようになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記した問題点を解決するためのものであって、本発明の目的は多様なスペ
クトルの発光が可能であり、多様な色温度、カラーと演色指数を正確に実現することので
きる複合蛍光体粉末を提供することである。
【０００７】
　本発明の他の目的は、多様な発光スペクトルと色温度、カラー及び演色指数を正確に実
現することのできる複合蛍光体粉末の製造方法を提供することである。
【０００８】
　本発明のさらに他の目的は、上記複合蛍光体粉末を用いて多様な発光スペクトルと色温
度、カラー及び演色指数を正確に実現することのできる発光素子を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した技術的課題を達成するために、本発明による複合蛍光体粉末は複合体粒子らか
ら成っている。上記各々の複合体粒子は、互いに異なる発光スペクトルを有する２種以上
の蛍光体粒子らと、上記蛍光体粒子らの間に形成され上記蛍光体粒子らをまとめる投光性
バインダーとを含む。
【００１０】
　本発明の実施形態によると、上記複合体粒子に含まれた２種以上の蛍光体粒子らは、互
いに異なるピーク放出波長を有する。このように相互異なるピーク放出波長を有する２種
以上の蛍光体粒子を具備することによって、上記複合蛍光体粉末は各々の蛍光体粒子の固
有発光スペクトルと異なるより広い範囲の新たな発光スペクトルを放出できるようになる
。また、上記複合体粒子に含まれた２種以上の蛍光体の相対的含量を変化させることによ
って、発光スペクトルを調節することができる。
【００１１】
　本発明の実施形態によると、上記投光性バインダーは投光性ポリマー樹脂から成ること
ができる。好ましくは、上記投光性バインダーはエポキシ樹脂またはシリコン樹脂から成
る。このような投光性バインダーは各々の蛍光体粒子らをまとめて一つの複合体粒子を形
成する。
【００１２】
　好ましくは、上記複合体粒子の平均大きさは１０乃至１００μｍである。より好ましく
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は、上記複合体粒子の平均大きさは２０乃至５０μｍである。発光色感の均一性のために
複合体粒子の大きさは均一であることが好ましい。
【００１３】
　本発明の一実施形態によると、上記各々の複合体粒子は赤色蛍光体と緑色蛍光体とを含
むことができる。例えば、上記各々の複合体粒子はＳｒＳ:Ｅｕと、ＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕ
とを多様な含量比で含むことができる。
【００１４】
　本発明の他の実施形態によると、上記各々の複合体粒子は、緑色蛍光体と黄色蛍光体と
を含むことができる。例えば、上記各々の複合体粒子はＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕと、ＹＡＧ:
Ｃｅとを多様な含量比で含むことができる。
【００１５】
　本発明のさらに他の実施形態によると、上記各々の複合体粒子は赤色蛍光体、緑色蛍光
体及び黄色蛍光体とを含むことができる。例えば、上記各々の複合体粒子はＳｒＳ:Ｅｕ
と、ＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕと、ＹＡＧ:Ｃｅとを多様な含量比で含むことができる。
【００１６】
　本発明のさらに他の実施形態によると、上記各々の複合体粒子は赤色蛍光体、緑色蛍光
体、黄色蛍光体及び橙色蛍光体とを含むことができる。例えば、上記各々の複合体粒子は
ＳｒＳ:Ｅｕと、ＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕと、ＹＡＧ:Ｃｅと、ＺｎＳｅＳ:Ｃｕとを多様な含
量比で含むことができる。
【００１７】
　本発明の他の目的を達成するために、本発明による複合蛍光体粉末の製造方法は、２種
以上の蛍光体粒子と投光性バインダーを混合して複合蛍光体の前駆体を形成する段階と、
界面活性剤が添加された分散媒を上記前駆体と混合し、この混合物を攪拌することによっ
て、上記分散媒内に安定化された複合蛍光体単位粒子らを形成する段階と、上記分散媒を
加熱して上記投光性バインダーを硬化させることによって、固形化された複合蛍光体粒子
らを得る段階とを含む。
【００１８】
　好ましくは、上記投光性バインダーにはエポキシ樹脂またはシリコン樹脂を使用する。
好ましくは、上記分散媒では蒸溜水を使用することができる。上記分散媒として蒸留水を
用いる場合、上記前駆体ではアルコキサイドなどの水分硬化剤を添加することもできる。
また、上記分散媒が蒸留水である場合、上記界面活性剤では、ＰＡＡ（Ｐｏｌｙ　Ａｃｒ
ｉｌ　Ａｍｉｄｅ）を用いることができる。他の方案として、上記分散媒ではエチルアル
コールなどのアルコールを使用しても良い。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、複合蛍光体粉末を用いることによって多様なスペクトルの発光が可能
であり、かつ多様な色温度、カラーと演色指数を正確に実現できるようになる。特に、複
合蛍光体粉末をＬＥＤ装置に適用することによって、多様な色温度及び演色指数を有する
白色光から天然色の異なる波長帯の光を実現できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】従来の赤色蛍光体の発光スペクトルを表すグラフである。
【図２】従来の緑色蛍光体の発光スペクトルを表すグラフである。
【図３】従来の蛍光体混合物を用いた発光装置の断面図である。
【図４】本発明の一実施形態による複合蛍光体粒子を概略的に示す図である。
【図５】本発明の他の実施形態による複合蛍光体粒子を概略的に示す図である。
【図６】本発明の様々な実施形態による複合蛍光体粉末の発光スペクトルを表すグラフで
ある。
【図７】本発明の様々な実施形態による複合蛍光体粉末の発光スペクトルを表すグラフで
ある。
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【図８】本発明の様々な実施形態による複合蛍光体粉末の発光スペクトルを表すグラフで
ある。
【図９】本発明の様々な実施形態による複合蛍光体粉末の発光スペクトルを表すグラフで
ある。
【図１０】本発明の様々な実施形態による複合蛍光体粉末の発光スペクトルを表すグラフ
である。
【図１１】本発明の様々な実施形態による複合蛍光体粉末の発光スペクトルを表すグラフ
である。
【図１２】本発明の一実施形態による複合蛍光体粒子を現すＳＥＭ写真である。
【図１３】本発明の一実施形態による複合蛍光体粉末を使用した発光装置の断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を詳しく説明する。以下で説明される実施形態
は例示的なものであり、本発明から外れない限り多様な変形例、修正例が可能である。
【００２２】
　図４は本発明の一実施形態による複合蛍光体粒子を概略的に示す図である。複合蛍光体
粉末はこのような複合蛍光体粒子ら５０から成るものである。図４を参照すると、蛍光体
らを含む複合体粒子、即ち、複合蛍光体粒子５０は相互異なる２種類の蛍光体５３、５５
とを含む。この蛍光体５３、５５とは発光スペクトルが相互異なる。好ましくは、上記２
種類の蛍光体５３、５５は、相互異なるピーク放出波長を有する。このような蛍光体５３
、５５との間には投光性バインダー５１が形成され上記蛍光体５３、５５とをまとめてい
る。この投光性バインダー５１では、例えばエポキシ樹脂またはシリコン樹脂などの投光
性ポリマー樹脂を用いることができる。
【００２３】
　２種類の蛍光体５３、５５との含量比は、必要に応じて適切に調節できる。このように
、相互異なる発光スペクトルを有する２種類の蛍光体を多様な含量比で組み合わせて一つ
の複合体粒子にすることによって、均一な色感を得ることができるばかりでなく、多様な
発光スペクトルと演色指数及び色温度を得ることができるようになる。上記２種類の蛍光
体５３、５５では、例えば、赤色蛍光体と緑色蛍光体を使用することができる。他の方案
として、緑色蛍光体と黄色蛍光体とを含んだ複合蛍光体を使用しても良い。
【００２４】
　複合蛍光体粒子５０の平均大きさは、１０～１００μｍ、好ましくは２０～５０μｍで
ある。複合蛍光体粉末内の複合蛍光体粒子ら５０の大きさ（Ｄ）は全体積が均一であるこ
とが好ましい。これは均一な色感を得るために、均一な複合体粒子大きさ分布がより有利
であるからである。本発明によると、複合蛍光体粒子内に含まれた個別蛍光体らは２種類
に限定されるものではない。複合蛍光体粒子内には３種類以上の蛍光体が多様な含量比で
含まれ得る。
【００２５】
　図５は、本発明の他の実施形態による複合蛍光体粒子を示す概略的な図である。図５を
参照すると、複合蛍光体粒子６０内にはエポキシ樹脂などの投光性バインダー６１と、こ
れによって互いにまとめられている相互異なる３種類の蛍光体６３、６４、６５粒子が含
まれている。この３種類の蛍光体６３、６４、６５は相互異なる発光スペクトル（好まし
くは、相互異なるピーク放出波長）を有する。例えば、上記３種類の蛍光体６３、６４、
６５では赤色蛍光体、緑色蛍光体及び黄色蛍光体を使用することもできる。このような複
合蛍光体粒子６０を含んだ粉末を利用することによって、多様な発光スペクトル、広い波
長範囲の可視光線、多様な色温度、演色指数及びカラーをより正確に実現できるようにな
る。特に、従来のような層分離現象が発生されないので、より均一な色感を得ることがで
きるばかりでなく、設計された発光スペクトルを正確に実現できるようになる。
【００２６】
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　図６乃至図１１は、本発明の様々な実施形態による複合蛍光体粉末の発光スペクトルを
表すグラフである。図６乃至図１１のスペクトルを表す複合蛍光体粉末は投光性バインダ
ーとしてエポキシ樹脂を使用したものである。
【００２７】
　先ず、図６は赤色蛍光であるＳｒＳ:Ｅｕと緑色蛍光体であるＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕを各
々８０％及び２０％の含量比で含む複合蛍光体粉末（８０％ＳｒＳ:Ｅｕ－２０％ＳｒＧ
ａ２Ｓ４:Ｅｕ）の発光スペクトルを示す。図６に示すように、上記複合蛍光体粉末は、
従来の各々の個別蛍光体のスペクトル（図１及び図２参照）に比べてより広い波長帯の新
たなスペクトルを示す。各蛍光体の含量比を変化させることによって、発光スペクトルを
調節することができる。
【００２８】
　図７は、５０％ＳｒＳ:Ｅｕ－５０％ＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕの赤色蛍光体及び緑色蛍光体
を含む複合蛍光体粉末の発光スペクトルを示す。図６及び図７のスペクトルからわかるよ
うに、同一な種類の個別蛍光体らを使用しても、含量比によって複合蛍光体粉末の発光ス
ペクトルは異なる。従って、含量比の変化を通して多様な発光スペクトルが得られるよう
になる。
【００２９】
　図８は、４０％ＳｒＳ:Ｅｕ－４０％ＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕ－２０％ＹＡＧ:Ｃｅの赤色
蛍光体、緑色蛍光体及び黄色蛍光体とを含む複合蛍光体粉末のスペクトルを示す。図８に
示すように、複合蛍光体粉末は５００～６５０ｎｍの波長範囲で非常に高い強度の可視光
線を放出する。
【００３０】
　図９は、３０％ＳｒＳ:Ｅｕ－３０％ＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕ－４０％ＹＡＧ:Ｃｅの赤色
蛍光体、緑色蛍光体及び黄色蛍光体とを含む複合蛍光体粉末のスペクトルを示す。図８及
び図９に示すように、各蛍光体の含量比を変化させることによって、発光スペクトル形態
が変わる。従って、蛍光体らの含量比の調節は発光スペクトル設計に多くの可能性を提供
する。
【００３１】
　図１０は、３５％ＳｒＳ:Ｅｕ－３５％ＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕ－１５％ＹＡＧ:Ｃｅ－１
５％ＺｎＳｅＳ:Ｃｕの赤色蛍光体、緑色蛍光体、黄色蛍光体及び橙色蛍光体とを含む複
合蛍光体粉末のスペクトルを示す。図１０に示すように、５４０～６１０ｎｍの波長範囲
において非常に高くて平たいな発光強度を示す。このように、蛍光体の種類を増やすこと
によって、より多様な形態の発光スペクトルを広い波長範囲で得られるようになる。
【００３２】
　図１１は、５０％ＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕ－５０％ＹＡＧ:Ｃｅの緑色蛍光体及び黄色蛍光
体とを含む複合蛍光体粉末の発光スペクトルを示す。図１１に示すように、この複合蛍光
体粉末のスペクトルは薄緑色領域においてピーク放出波長を有する。図１２は図１１のス
ペクトルを有する複合蛍光体（５０％ＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕ－５０％ＹＡＧ:Ｃｅ）の粒子
を示すＳＥＭ写真である。図１２に示すように、複合蛍光体粒子内に個別蛍光体が含有さ
れているので、従来のような層分離現象（図３参照）が生じる恐れがない。
【００３３】
　上記した諸実施形態の複合蛍光体粉末らの発光スペクトルからわかるように、本発明に
よると、多様な発光スペクトルを得ることができるため、多様な演色指数、色温度及びカ
ラーを容易に得られるようになる。また、従来のような層分離現象（図３参照）が生じる
余地がないので、設計された発光スペクトルを正確に実現できるようになる。
【００３４】
　以下、本発明の実施形態による複合蛍光体粉末の製造方法を説明する。
【００３５】
　先ず、２種以上の蛍光体粒子と投光性バインダーを混合して複合蛍光体の前駆体を形成
する。例えば、緑色蛍光体であるＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕと、黄色蛍光体であるＹＡＧ:Ｃｅ
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。この際、水分硬化剤として使用するアルコキサイド類も加えられるが、これと共に混合
され得る。
【００３６】
　その後、蒸溜水に界面活性剤であるＰＡＡ（Ｐｏｌｙ Ａｃｒｉｌ Ａｍｉｄｅ）を混合
して形成された分散媒を製造して上記前駆体と混合する。上記前駆体と混合した分散媒を
撹拌すると、界面活性剤は蛍光体らを連結するエポキシと蒸溜水間の界面に貼り付くよう
になる。これにより、安定化された複合蛍光体の単位粒子ら（この単位粒子内にはＳｒＧ
ａ２Ｓ４:ＥｕとＹＡＧ:Ｃｅとの蛍光体粒子らとこれらの間に充填されたエポキシを含む
）が形成される。
【００３７】
　その後、約１００℃程度で上記分散媒を加熱することで、溶媒（蒸溜水）を除去してエ
ポキシを硬化させる。これにより、固形化された複合蛍光体粒子らが得られる。この粒子
内にはＳｒＧａ２Ｓ４:ＥｕとＹＡＧ:Ｃｅとこれらをまとめるエポキシが含有されている
。複合蛍光体粉末は多数の複合蛍光体粒子から成ったものである。
【００３８】
　上記実施形態では、投光性バインダーとしてエポキシを使用しているが、その代わりに
シリコン樹脂を使用しても良い。また、上記実施形態では前駆体を分散させる分散媒とし
て蒸溜水を使用しているが、その代わりにエチルアルコールなどのアルコールを使用する
こともできる。このように製造された複合蛍光体粉末はＬＥＤチップなどと結合して、発
光装置を実現するのに容易に使用され得る。
【００３９】
　図１３は、本発明による複合蛍光体粉末を使用して製造された発光装置の一例を示す断
面図である。図１３を参照すると、発光装置１００はケーシング１０１の凹部にＬＥＤチ
ップ１０８が配置されている。ケーシング１０１の凹部の側面は反射面を形成する。ケー
シング１０１に設けられた端子電極１０２はボンディングワイヤ１０９を通してＬＥＤチ
ップ１０８と接続するようになる。ＬＥＤチップ１０８を封止するモールディング樹脂１
０５には、複合蛍光体粒子ら（Ａ）が分散している。図１３に示すように、全ての複合蛍
光体粒子（Ａ）は類似した密度を有しているため、従来の層分離現象は殆ど生じない。そ
れにより、均一かつ正確な色感を得ることができるようになる。
【００４０】
　本発明の複合蛍光体粉末は、ＬＥＤチップを利用した白色発光装置に有用に使用するこ
とができる。例えば、本発明の複合蛍光体粉末は天然白色光に近い演色指数、色温度を実
現するためのＬＥＤパッケージ装置に適用され得る。
【００４１】
　本発明は、上述した実施形態及び添付の図面により限定されるものではなく、添付され
た請求範囲によって限定される。従って、請求範囲に記載された本発明の技術的思想を外
れない範囲内において多様な形態の置換、変形および変更が可能であることは、当該技術
分野の通常の知識を有する者にとって自明である。
【符号の説明】
【００４２】
　５０、６０　複合蛍光体粒子
　５１、６１　投光性バインダー
　５１、５３、５５　個別蛍光体粒子
　６１、６３、６４、６５　個別蛍光体粒子
　Ａ　複合蛍光体粒子
　Ｄ　複合蛍光体粒子の大きさ
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【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１３】
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複合体粒子らから成り、
　前記各々の複合体粒子は、
　互いに異なるピーク放出波長を有する２種以上の無機系蛍光体粒子らと、
　前記２種以上の無機系蛍光体粒子らの間に形成され前記２種以上の無機系蛍光体粒子ら
をまとめることによって、個別の複合体粒子の形態を維持させる透光性バインダーと、
　を含むことを特徴とする複合蛍光体粉末。
【請求項２】
　前記透光性バインダーは、透光性ポリマー樹脂から成ることを特徴とする請求項１に記
載の複合体蛍光体粉末。
【請求項３】
　前記透光性バインダーは、エポキシ樹脂またはシリコン樹脂から成ることを特徴とする
請求項２に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項４】
　前記複合体粒子の平均大きさは、１０乃至１００μｍであることを特徴とする請求項１
に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項５】
　前記複合体粒子の平均大きさは、２０乃至５０μｍであることを特徴とする請求項１に
記載の複合蛍光体粉末。
【請求項６】
　前記各々の複合体粒子は、赤色蛍光体と緑色蛍光体とを含むことを特徴とする請求項１
に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項７】
　前記各々の複合体粒子は、ＳｒＳ:ＥｕとＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕとを含むことを特徴とす
る請求項６に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項８】
　前記各々の複合体粒子は、緑色蛍光体と黄色蛍光体とを含むことを特徴とする請求項１
に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項９】
　前記各々の複合体粒子は、ＳｒＧａ２Ｓ４:ＥｕとＹＡＧ:Ｃｅとを含むことを特徴とす
る請求項８に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項１０】
　前記各々の複合体粒子は、赤色蛍光体、緑色蛍光体及び黄色蛍光体とを含むことを特徴
とする請求項１に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項１１】
　前記各々の複合体粒子はＳｒＳ:Ｅｕと、ＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕと、ＹＡＧ:Ｃｅとを含
むことを特徴とする請求項１０に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項１２】
　前記各々の複合体粒子は、赤色蛍光体、緑色蛍光体、黄色蛍光体及び橙色蛍光体とを含
むことを特徴とする請求項１に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項１３】
　前記各々の複合体粒子はＳｒＳ:Ｅｕと、ＳｒＧａ２Ｓ４:Ｅｕと、ＹＡＧ:Ｃｅと、Ｚ
ｎＳｅＳ:Ｃｕとを含むことを特徴とする請求項１２に記載の複合蛍光体粉末。
【請求項１４】
　ＬＥＤチップと、
　前記ＬＥＤチップを封止するモールディング樹脂と、
　前記モールディング樹脂内に分散している複合蛍光体粉末を含み、
　前記複合蛍光体粉末を形成する各々の複合体粒子らは、互いに異なるピーク放出波長を
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有する２種以上の無機系蛍光体粒子らと、
　前記２種以上の無機系蛍光体粒子らの間に形成され前記２種以上の無機系蛍光体粒子ら
をまとめることによって、個別の複合体粒子の形態を維持させる透光性バインダーと、
　を含むことを特徴とする発光装置。
【請求項１５】
　前記ＬＥＤチップを搭載するための凹部を有するケーシングをさらに含むことを特徴と
する請求項１４に記載の発光装置。
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